
講師・テーマ 概   要 日　時 ハイブリッド

安田所長
『日本の農業を考え
る』を読む

岩波ジュニア新書『日本の農業を考える』を読み、｢日本農業
のいま｣、｢グローバル化の時代の農業｣、｢食の安全と環境問
題｣、｢もうひとつの農業をつくる｣等について多面的に学び、
参加者で意見交換をします。

5/25 7/27
9/21 11/30
1/25 3/7

15:00　～
      16:30

〇

荒木志伸
歴史から災害を読み
解く

古文書の研究や考古学の発掘調査成果をもとに、昔の人たち
が地震、火山噴火に被災し、どのように復興を果たしたのかを
考えます。東日本大震災と共通点が多いとされる貞観の大地
震や、平安時代に山形県や秋田県でおきていた地震・津波に
ついても考え、現代の私たちに役立つ教訓や防災対策につな
がる内容とします。
テキスト：保立道久『歴史のなかの大地動乱ー奈良・平安の地
震と天皇」（岩波新書）

10/3 10/10
10/17 10/24

15:00　～
      16:30

近藤慎一
生活の中の科学を考
えてみよう

生活の中では、利用されている化学物質や科学技術は怖い、
よくわからないという、漫然とした思いはありませんか？この
ゼミでは、皆さんと一緒に、学びたいテーマを見つけて、生活
の中にある科学について考えてみたいと思います。是非  気
軽に参加してみてください。

5/11 7/6
9/7 11/9
1/11 3/14

14:00　～
      15:30

〇

ma

山形学習センター所属の客員の先生方による「学びのサロン（ゼミ）2023」を開
催します。

★単位にはなりません（受講料不要）
★定員 10名（事前登録が必要です 日程等を確認のうえ、事務室で申し込みを行ってくださ
い）（全日程参加を基本とします）
☆欠席する場合は、事務室まで『必ず連絡』してください

★感染症対策については、SCの指示に従って対応してください

★会場は、学習センター「講義室」（「１０１教室」）（ハイブリッド対応有）
★テキスト等の詳細は、受講者に直接お知らせします
◎休止・日程の変更は、SCウェブページ・キャンパスメールでお知らせします。



佐藤寿晃
生活を支える福祉用
具・住環境整備

障がい者や高齢者が在宅において安心して暮らすためには、
生活環境を整備することはとても重要です。その中でも福祉
用具は対象者の自立意識を高め、QOL向上を図ると共に介護
者の負担を軽減するなど、今後さらに普及が予想されます。
今回の【学びのサロン】では、福祉用具の定義、種類、効果、
使用する際の注意点などについて事例を通じて解説します

5/7 7/2 9/3
11/5 1/14
3/3

13:00　～
      14:00

〇

藤田洋治
庄内で編まれた『百人
一首』注釈を読む

江戸末期の日本は国学が盛んになったが、とりわけ庄内では
国学とともに和歌文学が盛んとなり、注釈書も編集されてい
る。その中の一つ『百人一首』の注釈『百首略解』を原典で読
んでいきたい。

5/9 6/13
8/8 10/10
12/12 2/3

10:30　～
      12:00

〇

小泉有紀子
How to enjoy learning
English〜英語の楽し
い学び方を見つけよう
〜

英語を勉強しようとしたけれど、難しすぎたりいまいち面白くな
かったりして続かなかった、ということはないでしょうか？この
サロンでは、英語学習に役立つ教材やメディアなどを紹介し、
楽しく学べる方法を考える機会にしたいと思います。

5/11 6/15
7/13 10/12
11/16 12/14

10:30　～
      12:00

関口雄一
カウンセリングの理論
と方法

課題図書「ちくま新書 髙橋 和巳（2019）. 精神科医が教える
聴く技術　筑摩書房」を精読し，ディスカッションを行うことを
通して，カウンセリングの理論を学びます

5/26 7/28
9/29 11/24
1/26 3/15

16:00　～
      17:30

〇

千葉登
脳卒中のリハビリテー
ションと介護

障がいの残りやすい脳卒中ですが、在宅でできるリハビリ
テーションと介護についてお話したいと思います。実際の相談
にも解決できるようにしたいと思っています。

5/13 6/10
8/19 10/14
12/9 2/17

11:00　～
      12:00

半田直子
ナイチンゲールの看護
論から学ぶ

看護界における理論の発展はナイチンゲールに始まり、看護
の対象となる「人」を理解するため様々な理論が構築されてき
ました。知っているようで知らないナイチンゲールの看護につ
いて、文献を読みながら「人」や「看護」について一緒に考えて
みませんか。

5/10 7/26
9/20 11/15
1/10 3/6

13:00　～
      14:00

〇


